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２０１４
（平成２６年）

今
月
の
注
目
記
事

◆
５
月
12
日
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
す
！
（
Ｐ
４
）

◆
平
成
26
年
度 

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い
て
（
Ｐ
５
）

◆
『
臨
時
福
祉
給
付
金
』
と
『
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
』
に
つ
い
て
（
Ｐ
６
）

◆
平
成
26
年
度 

納
税
カ
レ
ン
ダ
ー
（
Ｐ
８
）

◆
電
動
生
ご
み
処
理
機
・
簡
易
コ
ン
ポ
ス
ト
購
入
助
成
に
つ
い
て
（
Ｐ
10
）

  

各施設オープンしました

　水産博物館やフゴッペ洞窟（写真上）などの文

化財施設は４月８日（火）、余市宇宙記念館（写

真下）は４月１９日（土）より、今年度の一般観

覧をスタートしました。

　各施設共に様々なイベントや特別展を予定して

おります。

　皆さまのお越しをお待ちしております。

【主な目次】
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余市町でおこったこんな話       ……Ｐ１７

生涯学習だより  …………Ｐ１８・１９
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人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

◎
余
市
町
発
令　
　

　

※
（　

）
は
前
職

総　

務　

部

▼
行
政
改
革
推
進
課
長
の
兼
務
を

解
く　

盛
昭
史
（
企
画
政
策
課
長

（
兼
）
行
政
改
革
推
進
課
長
）
▼
総

務
課
主
幹　

小
黒
雅
文
（
企
画
政
策

課
防
災
係
長
）
▼
総
務
課
主
任
技
師

（
兼
）
車
両
管
理
係
長　

笹
森
寿
之

（
総
務
課
車
両
管
理
係
長
）
▼
企
画

政
策
係
長
の
兼
務
を
解
き
（
兼
）
行

政
改
革
推
進
係
長　

笹
山
浩
一
（
企

画
政
策
課
主
幹
（
兼
）
企
画
政
策
係

長
）
▼
財
政
課
主
幹
（
兼
）
財
政
係

長　

高
橋
伸
明
（
民
生
部
保
健
課
医

療
係
長
）
▼
税
務
課
主
幹
（
兼
）
納

税
特
別
対
策
係
長　

山
田
雅
典
（
北

海
道
と
の
相
互
交
流
）
▼
総
務
課
電

算
管
理
係
長　

三
宅
武
敏
（
総
務
課

電
算
管
理
係
主
査
）
▼
企
画
政
策
課

企
画
政
策
係
長　

堀
智
彦
（
北
海
道

と
の
相
互
交
流
）
▼
企
画
政
策
課
防

災
係
長　

原
田
孝
嗣
（
民
生
部
町
民

福
祉
課
民
生
年
金
係
主
査
）
▼
税
務

課
納
税
係
長　

奥
寺
淳
（
税
務
課
納

税
係
主
査
（
兼
）
納
税
特
別
対
策
係

主
査
）
▼
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

主
査
（
兼
）
広
報
広
聴
係
主
査　

山

岸
睦
（
北
海
道
派
遣
）
▼
税
務
課
納

税
係
主
査
（
兼
）
納
税
特
別
対
策
係

主
査　

鈴
木
貴
之
（
北
海
道
派
遣
）

▼
税
務
課
納
税
係
主
任
（
兼
）
納
税

特
別
対
策
係
主
任　

今
井
貴
之
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

主
任
）
▼
（
兼
）
電
算
管
理
係
主
事

　

栗
田
一
平
（
総
務
課
人
事
厚
生
係

主
事
）
▼
（
兼
）
防
災
係
主
事　

酒

井
雅
寛
（
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

主
事
）
▼
財
政
課
契
約
管
財
係
主
事

　

松
本
祐
也
（
建
設
水
道
部
ま
ち
づ

く
り
計
画
課
公
営
住
宅
係
主
事
）

民　

生　

部

▼
町
民
福
祉
課
長　

上
村
友
成
（
総

務
部
総
務
課
主
幹
（
兼
）
電
算
管
理

係
長
）
▼
高
齢
者
福
祉
課
長
（
兼
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長　

川
村
真

（
余
市
町
監
査
委
員
事
務
局
長
）
▼

保
健
課
長　

須
藤
明
彦
（
経
済
部
参

事
）
▼
町
民
福
祉
課
主
幹　

津
嘉

田
収
（
建
設
水
道
部
建
設
課
主
幹

（
兼
）
円
山
公
園
ふ
れ
あ
い
交
流

施
設
館
長
）
▼
町
民
福
祉
課
主
幹

（
兼
）
町
民
生
活
係
長　

西
本
さ
つ

き
（
保
健
課
主
幹
（
兼
）
事
務
係

長
）
▼
町
民
福
祉
課
主
幹　

石
川

智
子
（
町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係

長
）
▼
町
民
福
祉
課
大
川
保
育
所
長

（
兼
）
沢
町
児
童
館
長　

大
地
富
貴

子
（
町
民
福
祉
課
大
川
保
育
所
主
任

保
育
士
）
▼
北
後
志
母
子
通
園
セ
ン

タ
ー
所
長
の
兼
務
を
解
く　

東
裕
子

（
町
民
福
祉
課
児
童
福
祉
対
策
室
長

（
兼
）
北
後
志
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
北
後
志
母
子
通
園
セ
ン

タ
ー
所
長　

笹
田
昌
子
（
町
民
福
祉

課
大
川
保
育
所
長
（
兼
）
沢
町
児
童

館
長
）
▼
保
健
指
導
係
長
の
兼
務
を

解
く　

芹
川
か
お
り
（
保
健
課
主
任

技
師
（
兼
）
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
館

長
（
兼
）
保
健
指
導
係
長
）
▼
町
民

福
祉
課
戸
籍
住
民
係
長　

山
本
芳
和

（
町
民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
主
査
）

▼
町
民
福
祉
課
民
生
年
金
係
長　

清

水
光
弘
（
経
済
部
農
林
水
産
課
水
産

林
務
係
長
）
▼
町
民
福
祉
課
児
童
福

祉
係
長　

古
山
尚
志
（
町
民
福
祉
課

民
生
年
金
係
長
）
▼
町
民
福
祉
課
大

川
保
育
所
主
任
保
育
士　

近
藤
祐
子

（
町
民
福
祉
課
中
央
保
育
所
主
任
保

育
士
）
▼
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福

祉
係
長　

大
平
直
規
（
北
海
道
派

遣
）
▼
保
健
課
医
療
係
長　

内
田
真

樹
子
（
保
健
課
医
療
係
主
査
）
▼
保

健
課
保
健
指
導
係
長　

干
場
早
紀
子

（
保
健
課
保
健
指
導
係
主
査
）
▼
保

健
課
事
務
係
長　

中
坂
好
孝
（
建
設

水
道
部
下
水
道
課
設
備
指
導
係
長
）

▼
町
民
福
祉
課
大
川
保
育
所
主
査　

八
重
樫
朱
美
（
町
民
福
祉
課
中
央
保

育
所
主
査
）
▼
町
民
福
祉
課
中
央
保

育
所
主
査　

津
司
牧
子
（
町
民
福
祉

課
大
川
保
育
所
主
査
）
▼
町
民
福
祉

課
戸
籍
住
民
係
主
任　

吉
田
悦
子

（
再
任
用
職
員
）
▼
町
民
福
祉
課
戸

籍
住
民
係
主
任　

小
松
暁
（
議
会
事

務
局
議
事
係
主
任
）
▼
保
健
課
医
療

係
主
任　

石
岡
孝
弘
（
総
務
部
税
務

課
納
税
係
主
任
（
兼
）
納
税
特
別
対

策
係
主
任
）
▼
町
民
福
祉
課
児
童
福

祉
係
主
事　

田
中
ひ
か
り
（
町
民
福

祉
課
民
生
年
金
係
主
事
）
▼
町
民
福

祉
課
戸
籍
住
民
係
主
事
補　

宮
本
美

優
（
経
済
部
商
工
観
光
課
観
光
振
興

係
主
事
補
）

経　

済　

部

▼
経
済
部
参
事　

細
山
俊
樹
（
民
生

部
町
民
福
祉
課
長
）
▼
（
兼
）
水
産

林
務
係
長　

奈
良
論
（
農
林
水
産
課

主
幹
）
▼
農
林
水
産
課
主
任
技
師

（
兼
）
農
政
振
興
係
長　

水
野
貴
司

（
農
林
水
産
課
農
政
振
興
係
長
）
▼

農
林
水
産
課
産
業
連
携
推
進
係
長　

佐
々
木
孝
太
（
総
務
部
税
務
課
課
税

係
主
査
）
▼
農
林
水
産
課
水
産
林
務

係
主
任　

藤
田
幸
男
（
再
任
用
職

員
）
▼
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
主

任　

永
井
克
憲
（
再
任
用
職
員
）

建
設
水
道
部

▼
下
水
道
課
長　

近
藤
勉
（
経
済
部

農
林
水
産
課
主
任
技
師
）
▼
（
兼
）

円
山
公
園
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
館
長

　

榎
並
英
二
（
建
設
課
主
任
技
師

（
兼
）
道
路
維
持
係
長
）
▼
建
設
課

主
任
技
師
（
兼
）
技
術
係
長
（
兼
）

事
務
係
長　

篠
原
道
憲
（
建
設
課
技

術
係
長
）
▼
建
築
係
長
の
兼
務
を
解

く　

芳
川
文
俊
（
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
主
任
技
師
（
兼
）
建
築
係
長
）
▼

業
務
係
長
、
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

業
務
係
長
の
兼
務
を
解
く　

木
村
律

子
（
下
水
道
課
主
幹
（
兼
）
業
務
係

長
（
兼
）
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
業

務
係
長
）
▼
（
兼
）
設
備
指
導
係
長

　

飯
島
利
明
（
下
水
道
課
主
任
技
師

（
兼
）
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
場

長
）
▼
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
建
築
係

長　

二
木
二
郎
（
ま
ち
づ
く
り
計
画

課
建
築
係
主
査
）
▼
下
水
道
課
業
務

係
長
（
兼
）
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

業
務
係
長　

芹
川
貴
弘
（
民
生
部
町

民
福
祉
課
戸
籍
住
民
係
主
査
）
▼
建

設
課
管
理
係
主
任　

山
本
明
（
再
任

用
職
員
）
▼
建
設
課
事
務
係
主
任　

葊
瀨
眞
弓
（
再
任
用
職
員
）
▼
ま
ち

づ
く
り
計
画
課
建
築
係
主
任　

山
本

正
行
（
再
任
用
職
員
）
▼
ま
ち
づ
く

り
計
画
課
公
営
住
宅
係
主
事　

植
木

将
太
（
民
生
部
町
民
福
祉
課
民
生
年

金
係
主
事
）

会　

計　

課

▼
（
兼
）
出
納
係
長　

橋
本
陵
子

（
会
計
課
主
幹
）
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【
新
規
採
用
職
員
】

▼
総
務
部
税
務
課
課
税
係
主
任　

前

鼻
孝
俊
▼
民
生
部
町
民
福
祉
課
民
生

年
金
係
主
事　

山
本
涼
平
▼
民
生
部

保
健
課
保
健
指
導
係
技
師　

熊
谷
れ

み
▼
民
生
部
環
境
対
策
課
廃
棄
物
対

策
係
主
事
（
兼
）
環
境
衛
生
係
主
事

　

塚
原
祐
輔
▼
経
済
部
商
工
観
光
課

観
光
振
興
係
主
事
補　

猪
狩
直
人
▼

建
設
水
道
部
建
設
課
技
術
係
主
任　

荻
野
幸
介
▼
建
設
水
道
部
ま
ち
づ
く

り
計
画
課
建
築
係
技
師　

佐
藤
政
夫

▼
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
主
任　

兼
重
一
史
▼
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
図
書
館
係
主
事　

野

呂
岬

◎
余
市
町
教
育
委
員
会
発
令

▼
学
校
教
育
課
長　

小
俣
芳
則
（
民

生
部
保
健
課
長
）
▼
（
兼
）
中
央
公

民
館
長
（
兼
）
町
民
会
館
長　

浅
野

敏
昭
（
社
会
教
育
課
主
幹
）
▼
社
会

教
育
課
社
会
教
育
係
主
任　

中
村
隆

志
（
再
任
用
職
員
）

◎
余
市
町
農
業
委
員
会
発
令

▼
事
務
局
長　

高
橋
良
治
（
事
務
局

次
長
（
兼
）
農
地
係
長
）
▼
事
務
局

次
長
（
兼
）
農
地
係
長　

北
村
友
紀

（
総
務
部
税
務
課
納
税
係
長
）

◎
余
市
町
議
会
発
令

▼
庶
務
係
長
の
兼
務
を
解
く　

濱
川

龍
一
（
次
長
（
兼
）
庶
務
係
長
）
▼

議
事
係
長　

越
智
英
章
（
総
務
部

財
政
課
財
政
係
長
）
▼
庶
務
係
長

（
兼
）
調
査
係
長　

枝
村
潤
（
議
事

係
長
（
兼
）
調
査
係
長
）
▼
議
事
係

書
記
（
兼
）
調
査
係
書
記　

阿
部
航

大
（
調
査
係
書
記
）

◎
余
市
町
監
査
委
員
発
令

▼
事
務
局
長　

澤
辺
成
徳
（
建
設
水

道
部
下
水
道
課
長
）

◎
余
市
町
選
挙
管
理
委
員
会
発
令

▼
事
務
局
長
の
併
任
を
解
く　

須
貝

達
哉
（
（
併
）
事
務
局
長
）
▼
事
務

局
長　

小
林
広
勝
（
民
生
部
町
民
福

祉
課
主
幹
（
兼
）
町
民
生
活
係
長
）

▼
事
務
局
次
長
の
併
任
を
解
き
、
庶

務
係
長
の
兼
務
を
解
く　

上
村
友
成

（
（
併
）
事
務
局
次
長
（
兼
）
庶
務

係
長
）
▼
（
併
）
事
務
局
次
長　

小

黒
雅
文
（
総
務
部
総
務
課
主
幹
）

▼
（
併
）
庶
務
係
長　

三
宅
武
敏

（
（
併
）
選
挙
係
主
査
）
▼
（
兼
）

選
挙
係
書
記　

栗
田
一
平
（
（
併
）

庶
務
係
書
記
）

◎
余
市
町
公
営
企
業
発
令

▼
水
道
課
主
任
技
師
（
兼
）
計
画
係

長　

渡
辺
郁
尚
（
水
道
課
計
画
係

長
）
▼
水
道
課
主
任
技
師　

小
林
栄

司
（
水
道
課
浄
水
場
長
（
兼
）
浄
水

係
長
）
▼
水
道
課
浄
水
場
長
（
兼
）

浄
水
係
長　

仲
鉢
浩
二
（
水
道
課
工

務
係
長
）
▼
水
道
課
工
務
係
長　

楠

千
早
（
水
道
課
工
務
係
主
査
）

【
新
規
採
用
職
員
】

▼
上
枝
良
（
水
道
課
工
務
係
技
師
）

◎
派　

遣

▼
余
市
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣

　

津
嘉
田
収
（
民
生
部
町
民
福
祉
課

主
幹
）

▼
北
海
道
へ
派
遣　

小
川
真
（
総
務

部
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
主
査

（
兼
）
防
災
係
主
査
）
▼
工
藤
貴
弘

（
総
務
部
財
政
課
契
約
管
財
係
主

事
）
▼
竹
内
一
真
（
建
設
水
道
部
建

設
課
管
理
係
主
事
補
）

◎
北
後
志
衛
生
施
設
組
合

▼
余
市
町
の
派
遣
を
解
く　

佐
々
木

大
介
（
民
生
部
環
境
対
策
課
廃
棄
物

対
策
係
主
査
（
兼
）
環
境
衛
生
係
主

査
）

◎
北
海
道

▼
余
市
町
の
併
任
を
解
く　

茂
田
健

行
（
総
務
部
行
政
改
革
推
進
課
行
政

改
革
推
進
係
長
）
▼
伊
豆
原
誠
（
総

務
部
税
務
課
納
税
特
別
対
策
係
長
）

▼
北
村
芳
美
（
民
生
部
高
齢
者
福
祉

課
高
齢
者
福
祉
係
長
）
▼
岡
田
延
邦

（
経
済
部
農
林
水
産
課
産
業
連
携
推

進
係
長
）

◎
３
月
31
日
退
職
者

▼
永
井
克
憲
（
民
生
部
高
齢
者
福
祉

課
長
）
▼
東
倫
宏
（
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
長
）
▼
山
本
正
行
（
農
業

委
員
会
事
務
局
長
）
▼
藤
田
幸
男
（
社

会
教
育
課
主
幹
（
兼
）
中
央
公
民
館

長
（
兼
）
町
民
会
館
長
）
▼
山
本
明
（
建

設
水
道
部
水
道
課
主
任
技
師
）
▼
吉

田
悦
子
（
建
設
水
道
部
建
設
課
主
幹
）

▼
葊
瀨
眞
弓
（
会
計
課
出
納
係
長
）

▼
加
藤
明
（
民
生
部
町
民
福
祉
課
主

幹
）
▼
中
村
隆
志
（
北
後
志
衛
生
施

設
組
合
総
務
課
長
）

 『
余
市
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
』
推

進
懇
談
会
委
員
を
公
募
し
ま
す

　

本
年
度
余
市
町
で
は
、
「
第
６
期

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
（
計
画
期
間
：
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３
か

年
）
の
策
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
３
年
間
を
１
期
と

し
て
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
の
確
保

や
、
余
市
町
が
実
施
す
る
介
護
予
防

事
業
な
ど
の
地
域
支
援
事
業
を
計
画

的
に
行
う
た
め
に
定
め
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、

広
く
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
た
め
、
推

進
懇
談
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

○
第
1
号
被
保
険
者
の
代
表

（
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
65

　

歳
以
上
の
方
。
）　
　
　
　

２
名

○
第
２
号
被
保
険
者
の
代
表

（
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
40

　

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
。
）
２
名

◆
申
込
み
方
法

　

役
場
民
生
部
高
齢
者
福
祉
課
窓
口

　

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
必

　

要
事
項
を
記
載
し
応
募
し
て
く
だ

　

さ
い
。

◆
申
込
み
期
限

　

５
月
26
日

（月）
ま
で
の
土
・
日
曜
日

　

を
除
く
午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後

　

５
時
15
分
ま
で

◆
そ
の
他

　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
町
で
抽

　

選
に
よ
り
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

　

ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

高
齢
者
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
―
２
１
１
９
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担　当　区 委員氏名 電  話 担　当　区 委員氏名 電  話

大川町 １丁目 西川　睦子 22-3269 黒川第６中央区会 僧都　　徹 22-3151

   〃    ２丁目 佐々木幸惠 22-3471 黒川第６南区会 平野　桂子 23-3555

   〃    ３丁目 佐々木順子 23-4659 黒川第７北区会 欠員

   〃    ４丁目 金澤　　治 22-3523 黒川第７南区会 鈴木　嘉輝 23-2252

   〃    ５丁目 磯野　泰弘 22-4153 共栄区会 市川美哉子 22-3852

   〃    ６丁目 琴田　　昭 22-3094 黒川八幡区会（海側） 渡辺　秋雄 23-9003

   〃    ７丁目 新岡　恭司 22-7266 　　　〃　　　  （山側） 井出　　武 090-6694-3684

   〃    ８, ９丁目 山本　哲男 23-2512 黒川第８区会（登方面） 山田　純弘 22-2064

   〃    10,11 丁目 佐藤　雅子 22-4174 〃（明和・青葉団地付近） 小田　正春 23-7030

〃 12 ～ 14 丁目（山側） 安本　幹雄 23-3411 登町 佐々木儀春 23-5328

〃 12 ～ 14 丁目（海側） 田中　牧子 22-5521 山田町（農村部） 馬場　朋子 22-3647

〃 15 ～ 17 丁目（海側） 藤原　律子 23-7026 　〃　  （林病院付近） 扇谷　陽子 23-7506

〃 15 ～ 17 丁目（山側） 成田　偕子 23-3610 浜中町 瀧口　清一 22-3102

〃 18 ～ 20 丁目 新見　信浩 22-6305 沢町 1 ～ 3 丁目 荒川　武雄 23-2309

栄町（国道海側） 溝口　宣隆 23-6165 沢町 4 丁目・富沢町 1,2 丁目 吉原　洋子 23-8155

  〃   （国道山側） 横山　　悟 22-5294 沢町 5,6 丁目・沢町 安達　　稔 23-7383

  〃   （旭団地付近） 玉川多恵子 23-5434 富沢町 3,4 丁目 伊藤　久男 23-2364

  〃   （農村部） 北島　敏子 22-2588 　〃 　  5,6 丁目 伊藤　健治 23-5325

入舟町（第 1 区会） 樋口　章子 23-8373 　〃　  7,8 丁目 坂田　𣳾康 22-3459

〃（第２区会・山田町一部） 髙野　清隆 23-2493 　〃     9 ～ 11 丁目 青山　司郎 22-3410

〃（第２区会） 西川　秀雄 23-5243 　〃     12 ～ 14 丁目 利　　輝夫 22-5878

朝日町 細川　繁治 23-3102 港　町 大村　久枝 23-3995

浜中町（モイレ台団地） 大原　　廣 23-5359    〃（漁港付近） 松代ツヤ子 23-3464

美園町（農村部） 瀧澤　節子 23-2942 梅川町第 1 区会 伊藤あつ子 22-4230

　〃　  （町営住宅付近） 池田　　優 22-5889 梅川町第 2 区会 松原千鶴子 22-5790

黒川町１, ２丁目 澤　百合子 22-3058 梅川団地区会 松岡文治郎 23-6986

　〃　３丁目 梁川　英一 22-5471 豊丘町 中岡　武雄 22-4429

　〃　４, ５丁目 住吉　律子 22-3556 白岩・潮見・豊浜 山科　照恵 23-2895

　〃　６, ７丁目 高畑　洋子 23-2477 大川地区（主任児童委員） 藤平　和子 23-7911

　〃　８, ９丁目 三浦　妙子 21-6556 黒川地区（主任児童委員） 相坂　圭子 23-7700

　〃　10 丁目 木村　武宏 23-2240 沢町地区（主任児童委員） 中村　尚美 23-4459

   〃　12 丁目 山本　　清 22-3394

５月１２日は民生委員・児童委員の日です！

　民生委員・児童委員は一定の地域を受け持ち、子どもの福祉を専門に担当する主任児童委員とともに、地域

の誰もが幸せで安心した生活をおくれるように応援します。

　悩みごと、困りごとがありましたら、どうぞお気軽にご相談ください。（個人の秘密は守ります）

「広げよう　地域に根ざした　思いやり 」～私たち民生委員・児童委員の “ あい言葉 ” です～

「青い門標」が民生委員・児童委員宅の目印です。
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平成 26 年度狂犬病予防注射の実施について
　狂犬病予防注射は年 1 回受けなければなりません。下記の日程により予防注射を実施致し

ますので、必ず受けるようお願い致します。

　当日、登録されている方は、会場に案内状を持参してください。

　また、登録されていない方は、畜犬登録も受付けておりますので、生後９１日以上の犬を

飼っている方は、登録されるようお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　 [  狂犬病予防注射料金　３，１１０ 円、　畜犬登録料　３，０００ 円 ]　

〈平成 26 年度狂犬病予防注射実施日程表〉
日　　程 実　　　施　　　会　　　場 実　施　時　間

5 月 12 日 （月）

寺島橋横 ( 栄町１６５０） 　　９：３０～　９：４５

栄町農業改善センター前 （栄町６０１） 　　９：５５～１０：１０

永福寺 （栄町１２４） 　１０：２０～１０：３５

登老人寿の家前 （登町１０１２） 　１１：００～１１：２０

登新生会館前 （登町１８７９） 　１１：３０～１１：４０

余市農産工業横 （美園町２０） 　１３：３０～１４：２０

山田町農業構造改善センター前 （山田町３２６） 　１４：３０～１５：００

余市町農村活性化センター前 （山田町５７７） 　１５：１０～１５：３０

5 月 13 日 （火）

１７区生活館前 （黒川町１２２５） 　　９：３０～　９：５０

黒川八幡生活館前 （黒川町５７２） 　１０：００～１０：４０

あいはら商店前 （黒川町１７－３２－ 2） 　１０：５０～１１：２０

和田石材店裏 （大川町１－７７） 　１３：３０～１３：５０

中央公民館駐車場 （大川町４－１４３） 　１４：００～１４：３０

旭中学校前 （大川町１６－１） 　１４：４０～１５：２０

5 月 14 日 （水）

大川保育所横 （大川町１２－３） 　　９：３０～１０：２０

大浜中公園《神社公園》前 （栄町４３１） 　１０：３０～１０：５０

東大浜中福祉の家前 （栄町３９９） 　１１：００～１１：２０

中道すずらんホール前 （黒川町１３－１０） 　１３：３０～１４：１０

イオン西側駐車場 （黒川町１２－５７） 　１４：２０～１５：００

老人福祉センター前 （黒川町９－６１） 　１５：１０～１５：３０

5 月 15 日 （木）

沢町小学校前 （沢町４－３３） 　　９：３０～１０：００

余市町水産加工研修センター前 （富沢町６－１１７） 　１０：１０～１０：４０

西部買物駐車場 （富沢町５－１７） 　１０：５０～１１：３０

和香菜前（旧寶龍ラーメン前） （黒川町３－６０） 　１３：３０～１４：１０

役場ウラ （朝日町２６） 　１４：２０～１５：００

5 月 16 日 （金）

豊丘老人寿の家前 （豊丘町６４４） 　　９：３０～１０：００

余市紅志高校グランド前 （沢町６－１０） 　１０：１０～１０：３０

沢町駐在所向かいタイヤ公園 （港町１９３） 　１０：４０～１１：３０

イオン西側駐車場 （黒川町１２－５７） 　１３：３０～１４：００

黒川八幡生活館前 （黒川町５７２） 　１４：１０～１４：３０

１７区生活館前 （黒川町１２２５） 　１４：４０～１５：００

5 月 17 日 （土）
西部買物駐車場 （富沢町５－１７） 　　９：３０～１０：００

中央公民館駐車場 （大川町４－１４３） 　１０：１０～１０：４０

役場ウラ （朝日町２６） 　１０：５０～１１：３０

※飼い犬が離れた場合、又は死亡している場合は、下記まで連絡お願い致します。

◆問合せ　環境対策課 環境衛生グループ　☎２１－２１１８
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『臨時福祉給付金』と『子育て世帯臨時特例給付金』について
　平成２６年４月から消費税率が８％に引き上げられたことに伴う臨時的な措置として、所得の低い方の負担

を軽減するため「臨時福祉給付金」を、また、子育て世帯への影響を緩和するため「子育て世帯臨時特例給付

金」の支給を行います。（６月以降申請受付予定）

臨時福祉給付金
●対象となる方
　平成２６年度分の町民税（均等割）が課税されて

いない方。

注：課税されいてる方の扶養親族、生活保護を受け

　　ている方などは対象になりません。

●支給額
　支給対象者１人につき１万円

　※老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金・

　　児童扶養手当・特別障害者手当などを受給して

　　いる方は、１人につき 5 千円を加算

子育て世帯臨時特例給付金
●対象となる方
　平成２６年１月分の児童手当の受給者（特例給付

を含む）で、平成２５年中の所得が児童手当の所得

制限に満たない方。

注：臨時福祉給付金の対象者、生活保護を受けてい

　　る方などは対象になりません。

●支給額
　対象児童１人につき１万円

　申請先は、平成２６年１月１日時点で住民登録を行っている市町村となります。
　余市町における申請方法や受付開始時期など、詳細が決まり次第、広報・ホームページなどでお知らせします。

「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の

　　　　　　　　　　　　　　“ 振り込め詐欺 ” や “ 個人情報の詐取 ” にご注意ください !!
　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、

迷わず、下記の連絡先または最寄りの警察署（または警察相談専用電話（♯ 9110））にご連絡ください。

◆問合せ　町民福祉課 民生年金係・児童福祉係　　☎２１－２１２０

◆当チャートはあくまで一般的な場合を想定しています。ご不明な点は下記までお問合せください。

生活保護を受

けていますか

26 年度分の

住民税は課税
されています

か

26 年度分の

住民税が課税
されている方
に生活の面倒
を見てもらっ

ていますか

加算対象の

基礎年金・児
童扶養手当等
を受給してい

ますか

臨時福祉給付金の支給対
象者となる可能性があり

ます（１万円）

対象ではありません
※保護基準の改定で消費

　税の負担に対応します

26 年 1 月分の児童手当等を受給して

いますか

（中学生以下の児童がいますか）

対象ではありません 臨時福祉給付金の支給対
象者となる可能性があり

ます（加算を含む１万円
5 千円）

子育て世帯臨時特例給付
金の支給対象者となる可

能性があります

25 年の所得は制限以上ですか

いいえ いいえ いいえ
臨時福祉

いいえ

臨時福祉

扶養親族等の数 収入額の目安

1 人 8,333,000 円

2 人 8,756,000 円

3 人 9,178,000 円

はい

はい

はい

いいえ

はい はい

子育て世帯
はい

いいえ

対象者診断チャート
基準日は平成２６年１月１日になります



〈2014. ⑤広報よいち　７〉

◎国民年金の種別変更の届出について

このようなときは、
手続きを忘れずに！ 種別の変更 届出場所

２０歳になったとき（厚生年金、
共済年金加入者は除く）

取得届 民生年金グループ

第１号被保険者で他市町村から
転入のとき

転入届 民生年金グループ

会社を退職したとき　（扶養さ
れている配偶者）

２号→１号
３号→１号

民生年金グループ

結婚し、会社員の扶養となった
とき

１号→３号
２号→３号

配偶者の勤務先

収入がふえて、配偶者の扶養で
なくなったとき

３号→１号 民生年金グループ

配偶者の勤め先が変わったとき ３号→３号 新たな勤務先

　平成２５年度に学生納付特例制度の猶予をされている方で、２６年度も引き続き同一の学校に在学する場合、

3 月下旬に送付された基礎年金番号の印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書に必要事項を記入し、提出

してください。この場合は、在学証明書または学生証は不要です。

　なお、初めて学生納付特例の申請をする方、同上のハガキが送付されていない方は、従来どおり在学証明書

等を添付して申請が必要です。

　３月・４月の異動時期を終え、届出はお済でしょ

うか。

　国民年金はつぎの３つの種別からなり、住所や

勤務先が変わった場合など別表のような届出が必

要となります。

●第１号被保険者　

　（農林漁業者・自営業者とその配偶者、学生等）

●第２号被保険者
　（厚生年金、共済組合に加入の方）

●第３号被保険者
　（第２号被保険者に扶養されている配偶者）

※手続きの際は、年金手帳（基礎番号通知書）、
　健康保険証、印鑑を持参願います。

（別　表）

◎学生納付特例申請の簡素化について

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１－２１２０

● ○  国民健康保険のお知らせ  ○ ●
◎国民健康保険の加入・脱退手続きについて
　退職等の理由で、加入していた健康保険を脱退し、任意継続しないなど、他の健康保険に加入することが無

い場合、今まで加入していた健康保険を脱退してから 14 日以内に国民健康保険に加入していただくことにな

ります。現在の健康保険制度では生活保護を受けている方など以外は、いずれかの健康保険に加入しなくては

なりませんので、まだ手続きをされていない方は、役場保健課までご連絡ください。

　国民健康保険の資格は、先に加入していた健康保険の脱退した日までさかのぼりますので、手続きをしない

で放っておくと、過去の保険税を一括して納めていただくことになります。また、病院にかかった時の医療費

も保険が使えなくなることもありますのでくれぐれも手続き忘れの無いようご注意ください。

　また、現在国民健康保険に加入している方で、就職等により、新たに社会保険や共済保険等に加入された方、

進学により他市町村へ転出した学生の方も、国民健康保険の脱退や変更の届出が必要となります。まだ手続き

がお済みでない方は保健課窓口まで届出ください。

◎国民健康保険の簡易収入申告はお済みですか？
　国民健康保険に加入の方で、次に該当する場合は、収入の有無にかかわらず毎年 4 月 1 日までに収入申告

が必要になります。申告をしないと、保険税の軽減措置や、保険給付のサービス等にも影響が出る場合があり

ますので、まだ申告をされていない方は、お早めに手続きください。

①  住民税や所得税の扶養になっていない方（年齢が１９歳以上）

②  ①に該当する方で、遺族年金や障がい年金等、非課税収入の方

③  ①に該当する方で、昨年収入の無かった方

◆問合せ　保健課 医療給付グループ　☎２１－２１２１
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　町の資産や債務を適切に把握し管理するため、これ

までの決算のほかに、「新公会計制度」の導入を進め

てきました。

　平成24年度の一般会計決算について、総務省のモ

デルを参考にした財務諸表を作成しましたので、その

うち貸借対照表の概要についてお知らせします。	

　貸借対照表は、町がどのような資産を保有している

のか、その資産がどのような財源で賄われているのか

を表示する財務諸表です。

　詳細については、その他の財務諸表を含め、町の

ホームページ等でお知らせします。

　「新公会計制度」に基づく
　　平成２４年度 貸借対照表を公表します

※地方債（町の借金）の残高は、約 82 億 3,193 万円です。

　町民一人当りでは約 40 万 100 円となります。また、町民一人当りの

　資産は約 120 万 9900 円となります。（人口は H24 年度末住民基本

　台帳人口を用いて計算しています。）

【資産の部】
１公共資産…土地、建物、道路など
２投資等…出資、貸付、基金など
３流動資産…現金・預金など

【負債の部】
１固定負債…地方債の残高など　　
２流動負債…翌年度（平成 25 年度）
　に支払われる償還金など

【純資産の部】
１純資産…これまでに資産形成に支
　払われた財源

平成２４年度貸借対照表（平成 25 年 3 月 31 日現在）
借 方 貸 方

【資産の部】 【負債の部】
1  公共資産 233 億 0,622 万円 1  固定負債 92 億 9,307 万円

2  投資等 6 億 7,010 万円 2  流動負債 9 億 2,818 万円

3  流動資産 9 億 1,259 万円【純資産の部】
  うち現金・預金 8 億 5,988 万円 1  純資産 146 億 6,766 万円

うち国・道補助金等 67 億 6,820 万円

資産合計　248 億 8,891 万円 負債・純資産合計　248 億 8,891 万円

平成２６年度　納税カレンダー
　※今年度の町税の納期限は下記のとおりです。あなたのご家庭の納税額を記入し、納税計画表としてご利用

ください。

固定資産税 軽自動車税 町 道 民 税 国 民 健 康
保 険 税 今月の納税額 夜間集合徴収

町　
　
　

税　
　
　

の　
　
　

納　
　
　

期　
　
　

限

H26 年５月
1 期２６日 全期２６日

円
２６日（月）

円 円

６月 納
期
内
完
納
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

も
う
一
度
確
か
め
て
み
よ
う
納
税
通
知
書
！

１期２５日

円
２５日（水）

円

７月
２期２５日 １期２５日

円
２５日（金）

円 円

８月
２期２５日 ２期２５日

円
２５日（月）

円 円

９月
３期２５日 ３期２５日

円
２５日（木）

円 円

10 月
３期２７日 ４期２７日

円
２７日（月）

円 円

11 月
４期２５日 ５期２５日

円
２５日（火）

円 円

12 月
４期２５日 ６期２５日

円
２５日（木）

円 円

H27 年１月
７期２６日

円
２６日（月）

円

２月
８期２５日

円
２５日（水）

円

合　計
円 円 円 円 円

夜　間　集　合　徴　収　所

開設場所
役場  税務課  窓口（１階）

福祉センター本館（富沢町）

開設時間 午後５時３０分より午後７時まで

※お越しの際は必ず納税通知書等をお持ちください。

◆問合せ　税務課納税グループ（☎２１－２１１６）
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　4 月 9 日（水）余市経済センターにおいて、平成 26 年度

連続テレビ小説「マッサン」応援推進協議会総会が開催されま

した。

　総会では今年度の事業内容や予算について決定されました。

マッサン通信

～「マッサン」応援推進協議会の取組みやドラマに関する情報をお知らせします～

◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５

平成 26 年度　連続テレビ小説「マッサン」応援推進協議会総会開催　

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇
・平成２６年２月１１日　　第１回　「マッサン」町民講座開催

・平成２６年３月２７日　　第２回　幹事会開催

・平成２６年４月　９日　　平成 26 年度連続テレビ小説「マッサン」応援推進協議会総会

「２１２物語～余市町編～」札幌ドームでの放映日が６月１５日に決定！！

　「２１２物語」は、２００４年に北海道日本ハムファイターズが誕生した当時の全道２１２市町村を、ファ

イターズのマスコットＢ・Ｂが、１０年間かけてすべてを訪問するプロジェクトです。Ｂ・Ｂの背番号が

「２１２」なのは、当時の市町村数２１２の由来によります。

　このプロジェクトでは、Ｂ・Ｂが訪問した市町村の見所や特産品などを撮影して、その映像を約４～５分

にまとめ、主に土・日・祝日の試合開始１時間前に、札幌ドームの大型ビジョ

ンで放映します。

　昨年１０月、余市町での撮影があり（写真）、その放映日が、６月１５日

（日）札幌ドームでの東京ヤクルトスワローズ戦（交流戦）に決定し、大勢

の観客の皆さんに余市町をＰＲすることとなりました。

　当日は、近く球団から正式に後援会に認定される余市ファイターズクラ

ブ（小嶋研一会長）が、この放映日に合わせ、会員と町民の皆さんで団体

観戦し、余市町のＰＲを予定しています。詳しくは、今月号の折込チラシ

をご覧ください。
 《ジャンプ台での撮影の様子》

第２回「マッサン」町民講座開催
　「マッサン」町民講座を、ニッカウヰスキー北海道工場内において開催します。今回の講

座では、工場内の施設を見学し、ウイスキーの製造工程や、竹鶴政孝・リタ夫妻の歩んだ軌

跡などについて学びます。（事前申込みが必要です）

　◆日時　５月 24 日（土）

　　①午前　9 時（集合時間　午前 8 時 45 分）

　　②午前 10 時（集合時間　午前 9 時 45 分）

　◆定員　各回 50 名　計 100 名

　※詳しくは、「マッサン」応援推進協議会 事務局にお問合せください。

余市紅志高校「花壇苗即売会」のお知らせ

　余市紅志高校では恒例の「花壇苗即売会」を実施します。今年度も花壇苗、野菜苗、農産加工品を販売予

定です。町民の皆さまのお越しをお待ちしております。

　◆日　時　５月１７日（土）午前１０時販売開始～なくなり次第終了

　◆会　場　道の駅スペースアップルよいち前広場

　◆その他　即売会前の販売はいたしませんのでご協力願います。

　◆問合せ　余市紅志高校　（☎２３―３１９１　担当：大野）　

◇平成２６年度後期 連続テレビ小説「マッサン」　
　　　　　　　　放送予定　９月２９日～平成２７年３月２８日（全１５０回）
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●空き店舗等活用支援事業について

　　余市商工会議所では、町内における商業の振興と地域の活性化を図るため、空き店舗等を活用し、地域に

　根ざした新規事業者を支援するために、店舗の賃借料、改装費及び建築費の一部を補助しています。

　○補助の対象要件
　　・対象地域が拡大されました。
　　　　中心市街地の空き店舗　→　余市町都市計画用途地域（※１）の区域内の空き店舗

　　・チャレンジショップの追加
　　　　新たに出店をしようとする事業者が、町内の空き店舗を活用し、期間限定で６か月～１２か月以内の

　　　期間でも試験的な出店でも利用できます。

　○補助金額

余市商工会議所からのお知らせ

区分 空き店舗対策事業 チャレンジショップ

店舗賃借料

店舗賃借料の 1/2 以内 店舗賃借料の 1/2 以内

月額 5 万円を上限 月額 5 万円を上限

（敷金、礼金及び共益費用等は除く） （敷金、礼金及び共益費用等は除く）

店舗改装費

改装費の 1/2 以内 改装費の 1/2 以内

50 万円を上限　１回限り 25 万円を上限　１回限り

出店に係る改装費（備品は除く） 出店に係る改装費（備品は除く）

店舗建築費

店舗建築費用の 1/2 以内

100 万円を上限　１回限り 　―

出店に係る改装費（簡易プレハブ構造及び備品は除く）

空き店舗等活用支援事業補助金が、より利用しやすくなりました。

（※１）余市町都市計画用途地域　都市計画法に定められた地域、地区又は街区

詳細につきましては、余市商工会議所へお尋ねください。（☎２３－２１１６）

　町では、ごみの減量化と堆肥化を目的に、家庭用電動生ごみ処理機並びに簡易コンポストを購入される方に

対し、その費用の一部を助成します。

　購入希望される方は、次のとおり申込み願います。

　なお、助成個数には数に限りがありますので、予定数を超えた場合は抽選となります。申請しても必ず該当

するとは限りませんのでご理解願います。

◎購入助成対象者
　　町内に居住している方。但し、事業所等は除く。

◎助成金額
　　電動生ごみ処理機は１台あたり消費税を含めた額

　の２分の１、但し限度額は４万円とします。

　　簡易コンポストは1台３千円（価格６千円）の助

　成とします。

◎申請手続き
　　申請書は余市町ホームページ並びに、下記公共機

　関にて備え付けしておりますので、住所、氏名を記

　入し、押印の上、下記公共機関へ5月３0日（金）

　までに申込みください。

　　電話での申込みは受付しませんので、ご注意願い

　ます。　

◎申請書取扱機関
　　余市町役場、中央公民館、福祉センター本館、各

　窓口にて備え付けしておりますので申込みをしてく

　ださい。

　　申請し該当された方には、購入方法等詳細につき

　まして別途お知らせします。

◆問合せ　環境対策課　☎２１－２１１８

【助成手続き】

電動生ごみ処理機・簡易コンポスト購入助成について
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余市町の空間放射線量率の状況

10 

30 

50 

70 

21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日 12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日 19日

測定値

測定日

平成２６年４月 余市町の空間放射線量率の状況 (H26.3.21～H26.4.19)

単位： ｎＧｙ／ｈ （ナノグレイ毎時）

　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）による空間放射線量率の測定データを公表い

たします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、通常測定される「空間放射線量率」は 10 ～

60 ナノグレイ毎時（ｎＧｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

放射線の単位

Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（企画政策課　☎２１―２１４２）

春山登山や山菜採りは安全に楽しみましょう！

　５月になると春の日差しが日を追うごとに強くなって最高気温が 10℃を超える日が多くなります。屋外で

のレジャーやスポーツが盛んとなり、大型連休には旅行や帰省などで出かける機会も多くなります。

　しかし、平地や山のふもとは春の装いでも山にはまだ多くの雪が残り、急激な気温の上昇に伴って雪どけに

よる沢の増水や、雪の多い傾斜地ではなだれの危険があります。また、日々の寒暖の差が激しい季節でもあり、

冬山に逆戻りして、猛ふぶきや寒さにより身動きがとれなくなることも珍しくありません。

　春山登山や山菜採りを楽しみにしている方も多いと思いますが、次のことに気をつけて遭難事故にあわない

よう注意しましょう。また、空気が乾燥するため火災の起きやすい季節でもあります。タバコのポイ捨てやバー

ベキューの炭火の始末などにも注意しましょう。

○単独行動は避けて経験豊富な人と一緒に行くなど、体力と経験に応じたゆとりを持った計画にしましょう。

○春は残雪があったり登山道が荒れたりしているため、道に迷いやすくなります。地図とコンパス（方位磁

　石）は必ず携行しましょう。

○装備・持ち物、服装を整えて十分な食料を用意しましょう。特に防寒・雨具の準備は万全にしましょう。

○緊急時に備えて、ラジオや無線機・携帯電話などを携行しましょう。予備のバッテリーを用意するなど情

　報収集と連絡の手段を絶やさないよう注意しましょう。

○入山前には余裕を持って登山届け、下山後は速やかに下山届けを最寄りの警察まで提出しましょう。万が

　一遭難して救助を求めるときは、すぐに 110 番通報しましょう。

○計画を立てるときと出発前は最新の気象状況や天気予報を十分確認し、雷や急な強い雨など、悪天や天候

　の急変時には無理な行動を控えましょう。

◆問合せ　札幌管区気象台 天気相談所　☎０１１―６１１―０１７０
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★５月のおもしろ宇宙教室★

余市宇宙記念館からのお知らせ

名　　　称 内　　容 日　　時 時　間 定員

プチロケット製作
フイルムケースを使い、手作りロケットを作り、
打ち上げ体験をします。

3 日（土）、4 日（日）
5 日（月・祝）
午前 11 時

60 分 30

サイエンスショー
「空気の不思議」をテーマに、空気砲や空き缶を使っ
た科学実験ショーを行います。

3 日（土）、4 日（日）
5 日（月・祝）
午後２時

20 分 なし

◎電気自動車について学ぶ 実車の電気自動車を使って仕組み等を学びます。
6 日（火・祝）

午後 1 時 30 分
90 分 30

◎人類と機械について学ぶ 人と道具や機械との関わりについて学びます。
10 日（土）

午後 1 時 30 分
90 分 30

◎車両について学ぶ
その①（２回シリーズ）

自転車、オートバイ、トライシクルの仕組みや歴
史等について学びます。

11 日（日）
午後 1 時 30 分

90 分 30

◎車両について学ぶ
その②（２回シリーズ）

ガソリン自動車、ハイブリッド自動車、電気自動
車の仕組みや歴史等について学びます。

17 日（土）
午後 1 時 30 分

90 分 30

◎四季の星座について学ぶ
その①（10 回シリーズ）

星座、太陽系の惑星、星雲、星団について学びます。
24 日（土）

午後 1 時 30 分
90 分 30

◎世界の宇宙開発について学ぶ
その①（７回シリーズ）

若田さんが船長を勤める国際宇宙ステーションに
ついて学びます。

25 日（日）
午後 1 時 30 分

60 分 30

◎航空機について学ぶ
その①（16 回シリーズ）

世界の航空機についての製造工程や仕組み等を学
びます。

31 日（土）
午後 1 時 30 分

90 分 30

☆平成２６年度「おもしろ宇宙教室」スタート！☆

★申込みは５月 1 日（木）より電話で受付します。上記教室の参加には入館料はかかりません

   

宇
宙
食
試
食
会

◆
内
容　

毛
利
さ
ん
が
宇
宙
で
食
べ

　

た
「
お
も
ち
」
を
試
食
い
た
だ
け

　

ま
す
。

◆
日
時　

５
月
１
日

（木）
～
６
日

（火）

　

１
日
２
回
開
催
（
①
午
前
10
時
、

　

②
午
後
３
時
）

◆
定
員　

各
回
限
定
50
名
（
希
望
者

　

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

  

天
体
観
測
会

◆
日
時　

5
月
23
日

（金）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～
９
時

◆
観
測
対
象　

　

火
星
、
木
星
、
土
星
、
春
の
星
座

◆
場
所　

宇
宙
記
念
館
裏
・
道
の
駅

　

第
二
駐
車
場
横
の
芝
生
（
申
込
不

　

要
・
現
地
集
合
・
無
料
）

◆
そ
の
他　

雨
や
曇
で
観
測
会
中
止

　

の
場
合
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
学
習

　

に
変
更
し
ま
す
。

☆
不
明
な
場
合
は
電
話
で
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

  

打
ち
上
げ
ラ
イ
ブ
中
継

◆
内
容　
「
だ
い
ち
2
号
」
を
搭
載

　

し
た
H-

II 

A
ロ
ケ
ッ
ト
24
号

　

  

機
の
打
ち
上
げ
を
中
継
し
ま
す
。

◆
日
時　

5
月
24
日

（土）

　

午
前
11
時
15
分
～
午
後
０
時
30
分

　

（
打
ち
上
げ
予
定
時
刻
：
午
後
０

　

時
05
分
）

〈
今
月
の
上
映
案
内
〉

★
「
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
」

☆
「
２
０
４
１
年
、
太
陽
系
探
査

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」

　

※
毎
日
１
時
間
に
１
回
上
映

☆
「
４
次
元
デ
ジ
タ
ル
宇
宙
シ
ア

　

タ
ー　

～
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ａ

　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
タ
カ
）
～
」

　

※
約
30
分
・
イ
ベ
ン
ト
上
映

◆
日
時　

５
月
25
日

（日）

　
　

１
回
目　

午
前
11
時
05
分
～　

　
　

２
回
目　

午
後
３
時
05
分
～

★
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」　

　

CG
番
組
と
星
空
番
組
を
交
互
に
各

　

４
回
づ
つ
上
映
（
毎
日
１
時
間
に

　

１
回
上
映
）　

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

５
月
の
休
館
日

　

７
日
、
８
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

◆
問
合
せ　

余
市
宇
宙
記
念
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
21
―
２
２
０
０
）

◆対象は、◎が小学校高学年以上、その他は小学生以上です。

　余市宇宙記念館では、宇宙や星座、航空、地球環境など、宇宙に関連した色々な教室や工作教室、
科学教室などを行う「おもしろ宇宙教室」を開催し、子供たちの宇宙や科学への興味を育てます。

★おもしろ宇宙教室やイベント
　情報は、ホームページからも
　ご覧いただけます。

　http://www.spacedome.jp

皆様のご来館をスタッフ一同
お待ちしております。

～５月行事予定のご案内～



健康と暮らしの情報（５月号）
子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

９日（金） 10：00 ～ 12：00 福祉センター
☎２２―６２２８

１歳６か月児健診 H24 年 10 月生まれ １５日（木）受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ニコニコたまご教室
（赤ちゃんのお風呂）

妊婦とその家族
※申込みが必要です

１６日（金） 13：30 ～ 15：30

中央公民館
☎２３―５００１

（申込先）保健指導グループ
☎２１―２１２２

１0 か月児健診 H25 年７月生まれ ２２日（木）
受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

☎２３―４３３８
３歳児健診 H22 年 12 月生まれ ２３日（金）

４か月児健診 H26 年１月生まれ ３０日（金）受付 11：50 ～ 12：10 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
５月８日（木）

６月５日（木）
　13：30 ～ 15：30 倶知安保健所余市支所

☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

子宮頸がん検診
１８日（日）受付時間

　　9：00 ～ 11：00

12：30 ～ 15：00

中央公民館
☎２３―５００１ 事前に申込みされた方に

個人通知いたします。

☎２１―２１２２１９日（月） 福祉センター
☎２２―６２２８

認知症の介護相談 　　 １９日（月）  　19：00 ～ 21：00 福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

ご自由に相談下さい。

健康相談  　　２１日（水） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
☎２１―２１２２

予約が必要です。
☎２１―２１２２

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 14 日（水）、28 日（水） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館
☎２３―４３３８

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 １６日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

１３日（火） 13：30 ～ 14：30

２１日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館
☎２３―５００１

事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２０日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左
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注）福祉センター（富沢町５丁目）、福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、
　　倶知安保健所余市支所（朝日町）、余市商工会議所（黒川町３丁目）

当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号 歯科当番日 医  療  機  関  名 電 話 番 号

3日（土） 森内科胃腸科医院 32-3455 3日（土） みずの歯科 22-2030

4日（日） よいちクリニック 21-4570 4日（日） 積丹町医院 44-2247

5日（月） よいち整形外科クリニック 48-5000 5日（月） とりい歯科 22-5555

6日（火） 脳神経外科よいち港南クリニック 21-5566

11日（日） わたなべ内科医院 22-3989

18日（日） 北郷耳鼻咽喉科医院 23-5533

25日（日） 佐野内科クリニック 22-7001

※休日当番医の診療時間は 9 時～ 1 ７時

　歯科当番医の診療時間は 9 時～１２時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診して下さい。



　
お
知
ら
せ

　
募
　
集
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農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

申
込
み
と
開
催
場
所
は
、
農
村

活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
メ
ッ
セ
・
ア
ッ

プ
ル
ド
リ
ー
ム
☎
23
―
５
５
６
８
・

FAX 

23
―
２
１
８
９
）
で
す
。

り
ん
ご
の
花
押
し
花
サ
ー
ク
ル

◆
日
時　

５
月
15
日

（木）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
講
師　

村
山
洋
子
先
生

〈
シ
イ
タ
ケ
ほ
だ
木
作
り
教
室

　
　
　
　
　
　

   

参
加
者
募
集
〉

◆
日
時　

５
月
15
日

（木）　

　
　

午
前
10
時
～
正
午
（
定
員
40
名
）

　
　

午
後
1
時
～
3
時
（
定
員
20
名
）

◆
場
所　

登
市
民
農
園

◆
内
容　

な
ら
の
木
（
原
木
）
に
穴

　

を
開
け
シ
イ
タ
ケ
の
菌
を
埋
め
込

　

み
ま
す
。

　

１
人
１
～
10
本
程
度
（
原
木
は
全

　

部
で
400
本
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

◆
材
料
費　

原
木
１
本
650
円

◆
締
切　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
、

　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
の

　

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

農
村
活
性
化

　

セ
ン
タ
ー　

（
☎
23
―
５
５
６
８
）

〈
余
市
紅
志
高
校

　
　
　

    　

   

学
校
開
放
講
座
〉

 　

余
市
紅
志
高
校
で
は
昨
年
度
よ

り
「
学
校
開
放
講
座
」
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
第
１
回
目
は
「
花

壇
苗
寄
せ
植
え
体
験
」
で
す
。
43
㎝

の
大
型
ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花
の

寄
せ
植
え
を
製
作
し
ま
す
。
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
方
、

親
子
で
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

◆
日
時　

５
月
24
日

（土）　

　
　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

◆
場
所　

余
市
紅
志
高
校 

農
場
教
室 

◆
定
員　

10
名
程
度
（
親
子
で
の
参

　

加
も
可
能
で
す
が
１
組
と
し
て
体

　

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
参
加
費
等
は
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

５
月
22
日

（木）

　

午
後
５
時
ま
で
に
余
市
紅
志
高
校

　

（
☎
23
―
３
１
９
１
担
当
：
大
野
）

　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
技
術

海
上
・
航
空
幹
部
、
技
術
海
曹
・
空

曹
を
募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉   

行
楽
期
に
お
け
る
火
災
の
被
害
防
止

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と

も
に
、
屋
外
で
の
活
動
が
増
え
て
き

ま
す
。
こ
の
時
季
は
、
降
水
量
が
少

な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹

く
な
ど
、
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す

い
気
象
条
件
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

火
災
発
生
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
以
下
の
こ
と
に
注
意
し
、

春
の
行
楽
期
を
火
災
の
な
い
楽
し
い

も
の
に
し
た
い
も
の
で
す
。

○
た
き
火
等
の
野
外
で
の
焼
却
行
為

　

は
法
令
に
よ
り
原
則
禁
止
さ
れ
て

　

い
ま
す
。
た
だ
し
、
農
林
業
等
を

　

営
む
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

　

却
な
ど
法
令
で
定
め
る
例
外
事
項

　

が
あ
り
、
役
場
環
境
対
策
課
へ
確

　

認
し
、
許
可
が
お
り
た
場
合
消
防

　

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
防
署
で
は
気
象
条
件
に

　

よ
り
禁
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
た
ば
こ
は
灰
皿
な
ど
が
あ
る
と
こ

　

ろ
で
喫
煙
す
る
か
、
携
帯
灰
皿
を

　

携
行
し
、
投
げ
捨
て
な
ど
は
絶
対

　

に
し
な
い
。

○
紙
屑
な
ど
の
ゴ
ミ
類
は
火
災
発
生

　

の
原
因
、
延
焼
拡
大
の
原
因
と
な

　

る
た
め
各
自
の
ゴ
ミ
は
き
ち
ん
と

　

持
ち
帰
る
。

★
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
　
　

設
置
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭

は
、
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、

特
定
の
業
者
に
商
品
を
斡
旋
し
、
販

売
を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が

　
　
　
　
　
　
　

補
償
さ
れ
ま
す
！

　

余
市
町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消

す
た
め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使

用
し
た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み

の
消
火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た

り
、
新
品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈「
財
務
行
政
懇
話
会
」
開
催
〉

◆
日
時　

５
月
14
日

（水）　

　
　
　
　

午
後
２
時
～
3
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館
301
号
会
議
室

◆
講
演
内
容　

「
我
が
国
の
財
政
事

　

情
等
に
つ
い
て
」
ほ
か

◆
講
師　

財
務
省
北
海
道
財
務
局

　

小
樽
出
張
所
長　

岡
田
一
則  

氏
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※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参

　

加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お
電
話

　

に
て
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

財
務
省
北
海

　

道
財
務
局 
小
樽
出
張
所 

総
務
課

　

（
☎
０
１
３
４
―
23
―
４
１
０
３
）

〈
公
民
館  

展
示
と
書
道
サ
ー
ク
ル

　
　
　

  

結
成
30
周
年
記
念
作
品
展
〉

◆
日
時　

５
月
23
日

（金）
～
25
日

（日）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場
所　
中
央
公
民
館
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

◆
問
合
せ  

☎
22
―
６
５
２
６
（
藤
崎
）

〈
余
市
混
声
合
唱
団  

団
員
募
集
〉

　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
方
な
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。
高
校
生
以

上
は
ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容　

毎
週
火
曜
日
午
後
７

　

時
よ
り
９
時
ま
で
、
年
に
一
度
の

　

発
表
会
な
ど
に
向
け
て
活
動
し
て

　

い
ま
す
。

※
知
り
合
い
の
団
員
に
申
込
み
も
可

◆
問
合
せ  

余
市
混
声
合
唱
団
事
務
局

　
　

（
浅
野　

勉
☎
22
―
３
９
２
２
）

〈
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
ロ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　

   

会
員
募
集
〉   

　

初
め
て
の
方
、
経
験
の
あ
る
方
、

ど
な
た
で
も
ご
一
緒
に
、
楽
し
く
踊

り
な
が
ら
健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

◆
例
会
日 

月
３
回
火
曜
日
（
公
民
館
）

　

   　
　

毎
週
土
曜
日
（
体
育
館
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
問
合
せ　

☎
23
―
４
６
９
７

　
　
　
　
　
　
　
　

（
安
宅
紀
美
子
）

〈
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス

　
　
　

   

春
の
公
開
レ
ッ
ス
ン
〉

　

余
市
Ｓ
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
マ
ネ
イ
ド
の
会

で
は
、
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
を
広
く
町

民
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
公
開

レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

　

無
料
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
い
で

下
さ
い
。

◆
日
時　

5
月
13
日

（火）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時
15
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館
201
号
室

◆
問
合
せ　

余
市
Ｓ
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
マ
ネ

　

イ
ド
（
髙  

☎
22
―
５
７
８
９
）

〈 

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

   

余
市
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
〉

　

フ
ラ
は
踊
る
セ
ラ
ピ
ー
と
言
わ
れ

精
神
的
に
も
健
康
に
も
良
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
緒
に
フ
ラ
を
始
め
ま

せ
ん
か
？

　

昼
の
部            

◆
日
時　

第
1
・
2
・
3
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

　

夜
の
部            

◆
日
時　

第
1
・
2
・
3
火
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

◆
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ   

（
奥
寺
☎
23
―
７
５
１
１
）

〈
余
市
マ
マ
さ
ん
卓
球
ク
ラ
ブ 

   　
　
　
　
　
　
　

会
員
募
集
〉

　

和
気
あ
い
あ
い
、
ス
テ
キ
な
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
（
初
心
者
歓
迎
）

◆
練
習
日　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所　

総
合
体
育
館

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

総
合
体
育
館 

　

窓
口
（
練
習
日
に
）

〈
杉
の
子
サ
ー
ク
ル
無
料
開
放
〉

　

幼
稚
園
ホ
ー
ル
を
無
料
開
放
い
た

し
ま
す
。
親
子
で
上
履
き
を
持
参
し

て
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

5
月
21
日

（水）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
大
型
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　

な
ど
の
企
画
も
あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

杉
の
子
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
４
６
５
４
）

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　

５
月
10
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

５
月
21
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
卓
上
ゲ
ー
ム
の
会

　

５
月
25
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
子
ど
も
の
日  

ミ
ニ
運
動
会　

　

５
月
５
日

（月）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り
の
会

　

５
月
10
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

５
月
14
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
ジ
ャ
ガ
イ
モ
植
え
の
会

　

５
月
24
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

　

（
天
候
に
よ
り
変
更
の
場
合
有
）

〈
母
親
ク
ラ
ブ
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
展
者
募
集
〉

　

母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
14
日

（土）　

　
　
　
　
　

正
午
～
午
後
2
時

◆
場
所　

沢
町
児
童
館 

遊
戯
室

◆
内
容　

1
区
画
180
㎝
×
150
㎝

◆
締
切　

６
月
10
日

（火）
（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ　

　

母
親
ク
ラ
ブ
事
務
局

　

（
沢
町
児
童
館　

☎
23
―
５
６
７
３
）
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妊
婦
超
音
波
検
査
の

　

助
成
回
数
拡
大
に
つ
い
て　

　
　

　

町
で
は
妊
婦
さ
ん
の
健
康
管
理
と

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
の
出
産
の
た
め
に

必
要
な
健
診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
妊
婦
超
音

波
検
査
の
助
成
回
数
を
こ
れ
ま
で
の

１
回
か
ら
６
回
へ
拡
大
し
ま
す
。

　

妊
婦
超
音
波
検
査
受
診
票
の
追
加

交
付
の
対
象
と
な
る
方
へ
は
、
郵
送

に
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
に
妊

娠
届
出
を
し
、
現
在
妊
娠
中
の
方
で
、

受
診
票
の
追
加
交
付
の
連
絡
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
上
記
問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の

睡
眠
に
つ
い
て

　

こ
の
度
、
睡
眠
を
健
康
的
に
取
る

た
め
の
国
の
指
針
が
11
年
ぶ
り
に
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
指
針
で
は
、
睡
眠

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
定
期
的
に
自
ら
の
睡
眠
を
見
直

し
て
、
適
切
な
量
の
睡
眠
の
確
保
、

睡
眠
の
質
の
改
善
、
睡
眠
障
害
へ
の

早
期
か
ら
の
対
応
に
よ
っ
て
、
事
故

の
防
止
と
と
も
に
、
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
の
健
康
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

睡
眠
に
は
、
心
身
の
疲
労
を
回
復

す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め

睡
眠
が
量
的
に
不
足
し
た
り
、
質
的

に
悪
化
し
た
り
す
る
と
健
康
上
の
問

題
や
生
活
へ
の
支
障
が
生
じ
て
き
ま

す
。
た
と
え
ば
、
日
中
の
注
意
力
や

集
中
力
の
低
下
、
頭
痛
や
そ
の
他
の

か
ら
だ
の
痛
み
や
消
化
器
系
の
不
調

な
ど
が
現
れ
、
意
欲
が
低
下
す
る
こ

と
が
分
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠

時
に
息
の
通
り
が
悪
く
な
っ
て
呼
吸

が
止
ま
る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

は
、
治
療
し
な
い
で
お
く
と
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
ひ
い
て
は
不
整
脈
、
脳
卒

中
、
虚
血
性
心
疾
患
、
歯
周
疾
患
な

ど
の
危
険
性
を
高
め
ま
す
。

　

睡
眠
時
間
の
不
足
や
睡
眠
の
質
の

悪
化
は
、
生
活
習
慣
病
や
う
つ
病
の

よ
う
な
こ
こ
ろ
の
病
気
に
つ
な
が
る

危
険
性
が
高
い
こ
と
が
分
っ
て
き
ま

し
た
。

　

た
だ
、
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
、

必
要
な
睡
眠
時
間
は
６
時
間
以
上
８

時
間
未
満
の
あ
た
り
が
妥
当
で
、
必

要
な
睡
眠
時
間
以
上
に
長
く
睡
眠
を

と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
健
康
に
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

一
晩
の
睡
眠
の
量
は
、
成
人
し
て
か

ら
加
齢
す
る
に
つ
れ
て
徐
々
に
減
っ

て
き
ま
す
。
（
表
１
）

　

年
を
と
る
と
、
睡
眠
時
間
が
少
し

短
く
な
る
こ
と
は
自
然
で
あ
る
こ
と

と
、
日
中
の
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度

の
自
然
な
睡
眠
が
一
番
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
世
代
別
に
「
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
睡
眠
指
針

２
０
１
４
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
若
年
世
代
〕
10
代
前
半

　

夜
更
か
し
（
寝
床
に
入
っ
て
か
ら

携
帯
電
話
、
メ
ー
ル
や
ゲ
ー
ム
な
ど

に
熱
中
す
る
と
目
が
覚
め
て
し
ま
う
）

が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
体
内

時
計
が
ず
れ
、
睡
眠
時
間
帯
の
不
規

則
化
や
夜
型
化
を
招
く
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

＊
ポ
イ
ン
ト
＊

　

夜
更
か
し
を
避
け
て
、
体
内
時
計

　

の
リ
ズ
ム
を
保
つ

・  

子
ど
も
に
は
規
則
正
し
い
生
活
を

　

お
勧
め
し
ま
す
。

〔
勤
労
世
代
〕
25
歳
、
45
歳
に
近
い

　
　
　
　
　

    

世
代

　

勤
務
形
態
の
違
い
を
考
慮
し
つ
つ

も
、
十
分
な
睡
眠
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
不
足
は
注
意
力

や
作
業
能
率
を
低
下
さ
せ
、
生
産
性

を
下
げ
、
事
故
の
危
険
性
を
高
め
ま

す
。
「
睡
眠
」
を
「
た
め
る
」
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
睡
眠
不
足
解
消
の

た
め
に
、
休
日
に
遅
い
時
間
ま
で

眠
っ
て
い
る
と
、
光
に
よ
る
体
内
時

計
の
調
整
が
行
わ
れ
な
い
た
め
に
生

活
が
夜
型
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
毎

日
十
分
な
睡
眠
を
と
る
こ
と
が
基
本

で
す
が
、
仕
事
や
生
活
上
の
都
合
で
、

夜
間
に
必
要
な
睡
眠
時
間
を
確
保
で

き
な
か
っ
た
場
合
、
午
後
の
早
い
時

刻
に
30
分
以
内
の
昼
寝
を
す
る
こ
と

が
、
眠
気
に
よ
る
作
業
能
率
の
改
善

に
効
果
的
で
す
。

＊
ポ
イ
ン
ト
＊

　

疲
労
回
復
・
能
率
ア
ッ
プ
に
、
毎

　

日
十
分
な
睡
眠
を

・  

日
中
の
眠
気
は
睡
眠
不
足
の
サ
イ

　

ン
で
す
。
睡
眠
不
足
に
よ
る
疲
労

　

の
蓄
積
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

〔
熟
年
世
代
〕
65
歳
に
近
い
世
代

　

長
い
時
間
眠
ろ
う
と
、
寝
床
で
過

ご
す
時
間
を
必
要
以
上
に
長
く
す
る

と
、
か
え
っ
て
睡
眠
が
浅
く
な
り
、

夜
中
に
目
覚
め
や
す
く
な
り
、
結
果

と
し
て
熟
眠
感
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

適
切
な
睡
眠
時
間
を
確
保
で
き
て
い

る
か
を
評
価
す
る
上
で
は
、
日
中

し
っ
か
り
目
覚
め
て
過
ご
せ
て
い
る

か
も
一
つ
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

　

＊
ポ
イ
ン
ト
＊

　

朝
晩
メ
リ
ハ
リ
、
昼
間
に
適
度
な

　

運
動
で
良
い
睡
眠

・   

年
齢
相
応
の
適
切
な
睡
眠
時
間
を

　

目
標
に
、
就
寝
時
刻
と
起
床
時
刻

　

を
見
直
し
、
寝
床
で
過
ご
す
時
間

　

を
適
正
化
し
ま
し
ょ
う
。
一
方
で

　

日
中
に
適
度
な
運
動
を
行
い
昼
間

　

の
覚
醒
の
度
合
い
を
維
持
・
向
上

　

し
、
睡
眠
と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
に
メ

　

リ
ハ
リ
を
つ
け
、
熟
眠
感
の
向
上

　

に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

年　代 適切な睡眠時間

10 歳代前半まで ８時間以上

25 歳 約７時間

45 歳 約６時間半

65 歳 ６時間

年代ごとの、適切な睡眠時間（表１）
（2014年版睡眠指針）

健康づくりのための睡眠指針 2014 ～睡眠１２箇条～
  1. 良い睡眠で、からだもこころも健康に。

  2. 適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめのメリハリを。

  3. 良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。

  4. 睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。

  5. 年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない程度の睡眠を。

  6. 良い睡眠のためには、環境づくりも重要です。

  7. 若年世代は、夜更かしを避けて、体内時計のリズムを保つ。

  8. 勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な睡眠を。

  9. 熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適度な運動で良い睡眠。

10. 眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせない。

11. いつもと違う睡眠には、要注意。

12. 眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相談を。

国保特
と く て い け ん し ん

定健診 受診率速報！

○６月に公民館、福祉センターで実施する、「特定健診・
　がん検診」の申込みを開始します。詳しくは今月号
　広報折込チラシをご覧ください。

平成 25年度

17.6% （平成 26 年３月末現在）

《詳細は保健課へ問合せください。》



 　

ロ
ー
ソ
ク
岩

　

ロ
ー
ソ
ク
岩
は
豊
浜
町
の
沖
合
約
500
ｍ
の
海
上
に

そ
そ
り
立
っ
て
い
ま
す
。
火
山
活
動
の
結
果
で
き
あ

が
っ
た
ハ
イ
ア
ロ
ク
ラ
ス
タ
イ
ト
（
溶
岩
が
水
中
で

冷
や
さ
れ
た
も
の
）
か
ら
成
り
、
も
ろ
い
性
質
を

持
っ
た
岩
で
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
崩
落
が
繰
り
返
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
の
ロ
ー
ソ
ク
岩
は
町
指
定
文
化
財
の
「
湯
内

漁
場
盛
業
鳥
瞰
図
」
や
古
文
書
の
絵
図
に
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
こ
に
は
か
な
り
太
い
姿
の
も
の
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
初
め
ま
で
は
今
よ
り
も

も
っ
と
太
い
姿
で
、
古
い
絵
葉
書
や
写
真
で
も
そ
れ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
昭
和
10
年
代
に
大
き

な
崩
落
が
あ
り
、
現
在
の
姿
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

昭
和
の
崩
落
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い

ま
す
。
崩
落
前
、
地
元
の
漁
家
が
沖
合
か
ら
ロ
ー
ソ

ク
岩
を
仰
ぎ
見
た
と
き
に
、
岩
に
は
縦
に
亀
裂
が
走

り
、
そ
の
す
き
間
に
玉
石
が
引
っ
掛
か
っ
て
い
ま
し

た
。
「
そ
の
う
ち
に
ロ
ー
ソ
ク
岩
が
転
ぶ
ぞ
。
」
と

周
囲
に
伝
え
た
漁
家
で
し
た
が
「
神
様
の
岩
が
倒
れ

る
わ
け
が
な
い
。
」
と
信
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
海
上
を
濃
い
霧
が
覆
い
、
そ
れ
が
晴

れ
た
あ
る
日
、
人
々
の
眼
前
に
現
わ
れ
た
の
は
縦
に

割
れ
て
細
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ロ
ー
ソ
ク
岩
で
し

た
。

　

昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
刊
行
の
『
神
巌
蝋
燭

岩
』
で
は
、
ロ
ー
ソ
ク
岩
の
高
さ
は
軍
に
よ
る
測
量

で
は
49
ｍ
、
「
逓
信
局
」
（
省
？
）
に
よ
る
測
量
で

は
47
ｍ
と
い
う
複
数
の
結
果
が
出
ま
し
た
。
現
在
で

は
44
ｍ
ほ
ど
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
書
に
は
ロ
ー
ソ
ク
岩
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の

伝
説
が
見
え
ま
す
。

　

外
国
の
神
様
が
積
丹
半
島
を
も
ぎ
と
っ
て
、
「
山

靼
（
さ
ん
た
ん
）
」
方
面
（
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ー
ル
川

下
流
域
）
に
持
ち
去
ろ
う
と
し
て
暴
風
と
大
時
化
を

起
こ
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
防
ご
う
と
し
た
「
島
の

神
」
（
地
元
の
神
の
意
か
）
が
、
大
き
な
縄
を
積
丹

半
島
に
か
け
て
、
そ
の
端
を
ロ
ー
ソ
ク
岩
の
根
元
に

結
び
つ
け
て
、
か
ろ
う
じ
て
守
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
別
の
伝
説
で
は
、
豊
漁
の
海
だ
っ
た
ロ
ー
ソ

ク
岩
付
近
の
海
に
赤
い
炎
の
神
が
現
わ
れ
て
魚
を
焼

き
殺
し
て
し
ま
う
の
で
、
ア
イ
ヌ
の
若
者
が
夢
の
お

告
げ
に
従
っ
て
赤
銅
の
兜
と
剣
で
戦
っ
て
勝
利
し
、

そ
の
剣
が
ロ
ー
ソ
ク
岩
に
な
っ
た
と
い
う
話
や
、
ア

イ
ヌ
の
娘
が
海
藻
と
り
に
夢
中
に
な
っ
て
女
人
禁
制

の
ロ
ー
ソ
ク
岩
に
誤
ま
っ
て
登
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

が
神
様
の
怒
り
に
触
れ
、
魚
が
全
く
採
れ
な
く
な

り
、
村
人
が
お
わ
び
の
気
持
ち
を
込
め
て
お
祈
り
を

し
た
と
こ
ろ
神
様
の
許
し
が
得
ら
れ
、
そ
の
証
拠
に

ロ
ー
ソ
ク
岩
の
突
端
が
丸
く
光
り
、
そ
の
後
は
以
前

の
豊
漁
の
海
に
戻
っ
た
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ー
ソ
ク
岩
周
辺
は
か
つ
て
千
石
場
所
と
い
わ
れ

た
ニ
シ
ン
漁
場
の
な
か
で
も
特
に
良
好
な
漁
場
で
、

明
治
30
年
代
に
は
そ
こ
か
ら
３
つ
の
鰊
定
置
網
が
海

上
に
伸
び
て
い
ま
し
た
。
そ
そ
り
立
つ
ロ
ー
ソ
ク
岩

が
鰊
の
豊
漁
を
約
束
す
る
海
の
神
様
だ
っ
た
と
い
う

の
は
本
当
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁
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写真：太かったローソク岩
　　　　　　　　　　（昭和初期）

水泳教室参加者募集のお知らせ
◎学童水泳教室
☆小学１、２年生水泳教室　各20人
　◆開催日　６月３日～９月25日　毎週火曜日、木曜日
　　　　　　（但し、休館日、祝日、８月第３週を除く）30回
　◆時　間　１年生は、午後４時から４時45分まで　２年生は、午後５時15分から６時まで
　◆参加料　毎月4,000円
☆小学３、４年生水泳教室　各10人
　◆開催日　６月４日～９月19日　毎週水曜日、金曜日
　　　　　　（但し、休館日、祝日、８月第３週を除く）30回
　◆時　間　午後６時～６時45分まで（３年生４年生は同時に行います。）
　◆参加料　毎月4,000円
※参加希望者は、５月25日（日）午後３時より説明会を開催致しますので、温水プール２階会
　議室にお集まりください。説明会終了後受付を行います。

●温水プール開館時間について　７、８月は 12 時からの開館となります。
※広報４月号でお知らせした「歩く水泳の集い」と「水泳初心者の集い」の開催日は、いずれも
　１１月末までとなります。
◆問合せ・申込み　余市水泳協会（大川町９丁目３番地）　 ☎２３－６０３０



平成２５年度余市町寿大学閉講式

生 涯 学 習 だ よ り 　

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
５
月
15
日

（木）　

午
前
９
時
30
分
～　

現
地
集
合

　

●
実
習
体
験
学
習
「
揚
げ
か
ま
ぼ
こ
作
り
に
挑
戦
」

　

・
会
場
は
（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構　

中
央
水

　
　

産
試
験
場

　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。
事
前
に
参
加
申
込
み
が
必
要

で
す
。
送
迎
希
望
の
方
は
事
前
に
申
込
み
、
当
日
９
時
ま
で
に

公
民
館
に
集
合
願
い
ま
す
。
実
習
費
若
干
徴
収
し
ま
す
。

寿
大
学
と
女
性
学
級
の
合
同
学
習
講
座

☆
６
月
５
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～  

１
階
101
・
102
号
室

　

●
講
話
「
交
通
安
全
の
取
り
組
み
」

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
５
月
19
日

（月）　

午
前
９
時
30
分
～　

現
地
集
合

　

●
実
習
体
験
学
習
「
魚
の
解
剖
と
試
食
」

　

・
会
場
は
（
地
独
） 

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構　

中
央
水

　
　

産
試
験
場

　

現
地
集
合
・
現
地
解
散
で
す
。
事
前
に
参
加
申
込
み
が
必
要

で
す
。
送
迎
希
望
の
方
は
、
事
前
に
申
込
み
、
当
日
９
時
ま
で

に
公
民
館
に
集
合
願
い
ま
す
。

募
集
し
て
い
ま
す

　

公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
、
余
市
町
寿
大
学
、
女
性
学

級
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
支
援

員
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
☎
23
―
５
０
０
１
）

ゆ
み
琴
無
料
体
験
教
室

　

ゆ
み
琴
は
、
鍵
盤
楽
器
を
弓
で
奏
で
る
楽
器
で
す
。
音
色
は

美
し
く
ビ
オ
ラ
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
の
様
な
音
を
奏
で
ま
す
。
楽

器
の
経
験
が
な
い
方
で
も
、
優
し
く
弾
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

◆
日　

時　

５
月
13
日

（火）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場　

所　

中
央
公
民
館　

２
階
203
号
室

◆
問
合
せ　

琴
友
会
（
石
栗
：
090
―
３
４
６
８
―
１
５
２
５
）

〈2014. ⑤広報よいち　18〉

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

　平成２５年度余市町寿大学の閉講式が３月１３日に行われ、講座１０回以上出席した２１名に修了書が授与

されました。

　中村学長の式辞に続きご来賓からのメッセージ

が披露され、大学生を代表し、鈴木照義さんが「生

涯学び続けます。」と答辞を述べられました。

　その後、学生自治会主催の「お別れ昼食会」が

開催され、懐かしい歌を生涯学習アドバイザーの

生演奏に合わせ、独唱したりみんなで合唱し和や

かに懇親を深め、４月１７日の開講式の再会を楽

しみに大学生は家路に向いました。

春～文化財施設～開館余市町女性学級閉講式

　女性学級の閉

講 式 は、 ３ 月

１７日に行われ

ました。

　 閉 講 式 に は、

２ ９ 名 が 参 加

し、館長から「今

年度の学級生は

全講座出席の古

岡カツ子さんをはじめ出席率もよく頑張りました。」

とのお褒めの言葉を頂きました。

　最後に参加者で合唱し、新年度の登録手続きを行い、

４月１４日の開講式での再会を誓い合いました。開講

式が楽しみです。

　余市町の４つの文化財施設が、４月８日に装いも新

たにオープンしました。今年は、余市水産博物館１階

の写真コーナーの写真を一部入れ替えましたので是非

ご覧ください。

 《マッサンコーナーの写真》

 《皆勤賞の古岡カツ子さん（前列右）》

 《答辞を述べる鈴木照義さん》

～開校４２期生　２１名に修了証書授与～

図
書
館
の
す
て
き
な
窓

 《和やかなお別れ昼食会風景》



健
康
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
の
ご
案
内

　

余
市
町
教
育
委
員
会
で
は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康

保
持
増
進
を
図
り
、
仲
間
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯

学
習
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
に
「
健
康
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
種
目
・
場
所
・
期
日
な
ど
は
、
広
報

５
月
号
と
あ
わ
せ
て
配
付
さ
れ
る
回
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

５
月
の
公
民
館
文
化
教
室
の
お
知
ら
せ

　

申
込
み
さ
れ
た
方
は
、
案
内
ハ
ガ
キ
を
確
認
し
公
民
館
へ

時
間
ま
で
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。

　

○
楽
し
い
写
真
（
初
級
編
）
教
室

　
　

・
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日

　
　

・
６
月
７
日
、
21
日
、

　

○
大
人
の
そ
ば
打
ち
教
室

　
　

・
５
月
17
日

　

○
楽
し
い
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室

　
　

・
５
月
13
日
、
20
日
、
27
日

　
　

・
６
月
３
日
、
10
日

　

○
楽
し
い
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
教
室

　
　

・
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
募
集
！

　

国
指
定
史
跡
フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
・
旧
下
ヨ
イ
チ
運
上
家
・
旧

余
市
福
原
漁
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
歴
史
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
水
産
博
物
館
☎
22
―
６
１
８
７
）

～
中
央
公
民
館
ご
利
用
の
皆
様
へ
～

　

春
の
陽
射
し
も
強
ま
り
、
桜
前
線
が
刻
一
刻
と
余
市
町
に
近

づ
い
て
き
て
お
り
ま
す
。
冬
の
間
に
身
に
付
け
て
い
た
帽
子
や

手
袋
、
衣
類
な
ど
の
忘
れ
物
を
事
務
所
で
お
預
か
り
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
落
し
物
、
忘
れ
物
の
問
い
合
わ
せ
も
時
々
あ
り

ま
し
た
。
く
れ
ぐ
れ
も
忘
れ
物
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。
持
ち
物

に
記
名
し
て
い
る
場
合
は
持
ち
主
に
届
き
ま
す
。
お
帰
り
の
際

は
、
持
ち
物
を
今
一
度
点
検
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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☆
絵
本
『
大
井
戸
ざ
く
ら
』
原
画
展

　

北
海
道
の
開
拓
時
代
、
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
に
あ
っ
た
桜
の
大

木
を
題
材
に
、
実
話
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
絵
本
『
大
井
戸

ざ
く
ら
』
の
原
画
展
を
5
月
17
日

（土）
ま
で
図
書
館
１
階
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

☆
【
花
ざ
か
り　

絵
本
の
話

　
　
　

～
作
家
大
井
戸
百
合
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
～
】

　

原
画
展
開
催
に
伴
い
、
版
画
家
で
絵
本
作
家
の
大
井
戸
百

合
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
創
作
秘
話
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
、

自
作
を
読
み
聞
か
せ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
楽
し
く
て
、
ユ

ニ
ー
ク
な
お
話
で
花
ざ
か
り
の
春
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時　

５
月
10
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
対
象　

ど
な
た
で
も　

※
入
場
無
料
で
す
。

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば 

春
の
お
楽
し
み
会
】

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
「
本
の
ひ
ろ
ば
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
！

◆
日
時　

５
月
11
日

（日）　

午
後
２
時
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
内
容
・
人
形
劇
「
つ
の
は
な
ん
に
も
な
ら
な
い
か
」

　
 

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
3
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」

      
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　

 

ほ
か

☆
【
お
は
な
し
会
】
５
月
10
日

（土）
・
24
日

（土）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】

◆
日
時　

５
月
14
日

（水）
・
21
日

（水）
・
28
日

（水） 

午
前
10
時
30
分
～

☆
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
31
日

（土）
は
図
書
整
理
日

　

小
学
校
か
ら
外
国
語
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
で
平
成
23
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
「
外
国
語
活
動
」
（
小
学
５
・
６
年
）
に
伴

い
、
現
在
余
市
町
で
は
、
２
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

が
町
内
の
小
中
学
校
で
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
も
に
小

学
校
で
教
え
て
い
る
ロ
ザ
リ
ー
・
ロ
ー
レ
ン
ス
、
愛
称
ロ
ー

ジ
ー
先
生
は
、
大
学
で
勉
強
し
た
得
意
の
日
本
語
で
児
童
た

ち
と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
人
気
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
中
学
校
で
教
え
て
い
る
ロ
ー
レ
ン
・
ビ
シ
ョ
ッ
プ
、

愛
称
ロ
ー
レ
ン
先
生
は
、
余
市
に
来
て
10
か
月
で
す
が
、
持

ち
前
の
明
る
さ
で
生
徒
た
ち
の
良
き
お
姉
さ
ん
で
も
あ
り
ま

す
。
お
二
人
と
も
英
国
出
身
で
、
は
じ
け
る
よ
う
な
笑
顔
が

と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

去
る
3
月
9
日
図
書
館
に
お
い
て
、
余
市
町
国
際
交
流
推

進
協
議
会
と
の
共
催
で
「
ロ
ー
ジ
ー
＆
ロ
ー
レ
ン
の
英
語
ｄ

ｅ
お
は
な
し
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ジ
ー
先
生
が
体

調
不
良
で
来
館
で
き
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
川
さ
ん
の
応
援
を
得
て
、
ロ
ー
レ
ン
先

生
が
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
し
り
と
り
ゲ
ー
ム
・
歌
な
ど
で

楽
し
い
英
語
を
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
親
子
連
れ

な
ど
36
名
の
参
加
者
た
ち

は
、
生
の
英
語
を
耳
に
し

な
が
ら
海
外
の
文
化
に
触

れ
て
国
際
感
覚
を
養
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

ロ
ー
レ
ン
先
生
も
教
室

と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
雰

囲
気
の
な
か
で
、
幼
児
を

は
じ
め
町
民
の
み
な
さ
ん

と
、
な
ご
や
か
に
交
流
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

～
地
域
で
活
躍
す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
～

【大人映画会】（午後２時～）
１日（木）「スタンド・バイ・ミー」

4 日（日）「天国と地獄」

8 日（木）「駅」

15 日（木）「道」

18 日（日）「ライフ・イズ・ビューティフル」

22 日（木）「まあだだよ」

29 日（木）「カルメン」

【子ども映画会】
3 日（土）①「ポケットモンスター」

17 日（土）②「ピーターパン」

①午前 11 時～　②午後２時～

【祝日特別子ども映画会】（午後２時～）
6 日（火）「ﾙﾊﾟﾝ三世盗まれたﾙﾊﾟﾝ」

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/



よ い ち の 人 口
 〈平成 26 年３月 31 日現在〉※ (　) 内の数字は前月比

　　
人　口　20,306 人　  （-120）　

　　男　性 　   9,366 人　  （-  77）

　　女　性　10,940 人　  （-  43）

　　世帯数　10,159 世帯  （-     20）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

■広報よいち５月号（№７５７）
平成 26 年５月 1 日発行
■発　行　余市町
〒 046-8546　余市郡余市町朝日町 26 番地
☎（0135)21-2111 ㈹　FAX(0135)21-2144
E メール　kouhou ＠ town.yoichi.hokkaido.jp
ホームページアドレス http://www.town.yoichi.hokkaido.jp/

■編　集　総務部 企画政策課 広報広聴グループ 

　パソコンや携帯電話からインターネット（ Yahoo ！

公金支払い）を利用して 24 時間納付できます。納付

できる税は、本町の固定資産税・軽自動車税・町道民

税（普通徴収）・国民健康保険税（普通徴収）の４税で

納期内でのご利用ができます。是非ご利用ください。

　詳細は納税通知書に同封のチラシをご覧ください。
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町税もクレジットカードで納付できます！

（順不同・敬称略、金額や氏名など寄附者の希望

により掲載をしない場合があります。）

ご寄附に感謝

★図書館児童図書購入費の一部として
・一金１２，０００円

（三吉神社例大祭出店チャリティー益金として）

　　　　　　　　　　　余市町五番街商店会　一同

○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返

済を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦し

く、税金を滞納している方や既に借金を完済してい

る方でも、過去に利息制限法で定められた利息を超

えて借金の返済をしている場合があります。「過払

い金請求」（不当利息返還請求）により経済的な負

担や精神的な不安を軽減することができます。

　「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いが

できればと考えています。

    今月の税
  固定資産税　１期
  軽自動車税　全期　
　  　納期限
　　５月 26 日

臨時徴収所をご利用ください

　５月２６日（月）

　　　　17：30～19：00

・役場１階　税務課窓口　

・福祉センター本館（富沢町）

納税相談も実施しています。

納税でお困りの方は、税務課へご相談ください

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

「滞納整理強化月間」です！
　滞納者に対しては、公平な税負担と納税秩序を守る

ため、法律に基づき財産調査を行い、給与・預貯金・

不動産・動産等の差押えを行ないます。

税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩み

の方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。

経営者の個人保証について

①事業活動に必要な資産は法人所有とするなど法人と

　個人の資産・経理が明確に分離されている場合など

　に個人保証が不要となること

②多額の個人保証を行っていても、経営が行き詰る前

　に、早めに事業再生や廃業を決断した際に、手元に

　一定の生活費等が残ることや、「華美でない」自宅

　に住み続けられること

③保証債務の履行時に返済しきれない債務残額は原則

　として免除されることなどを定めた「経営者保証に

　関するガイドライン」が、中小企業庁・金融庁主導

　の下、策定されました。ガイドラインに基づき金融

　機関と相談したい方、まずは、中小企業基盤整備機

　構北海道本部までお問合せください。ご相談に応じ

　るとともに、必要に応じて無料で専門家を派遣いた

　します。

◆問合せ　（独）中小企業基盤整備機構北海道本部　

　　　　　☎０１１－２１０―７４７１

中小企業・小規模事業の経営者の皆様へ
～個人保証なしで金融機関から融資を受けたり、事業
が破綻しても一定の生活費等を残すことができるルー
ルができました。～

●自動車税は毎年４月１日現在に自動車をお持ちの方

　に納めていただく道税です。

●コンビニでも納税できます。

●５月７日に納税通知書を発付しますので、納期限ま

　でに納税をお願いします。

●納税通知書が届かない方や納税についてお問合せが

　ある方は、後志総合振興局 小樽道税事務所
　☎（０１３４）２３－９４４１までご連絡ください。

今年度の自動車税の納期限は６月２日（月）です。

●余市都市計画用途地域に係る事項
　・黒川町１８丁目の一部における用途地域の変更
　・「建ぺい率の選択肢の拡充」による建ぺい率の指定
●縦覧場所
　　余市町役場 建設水道部 まちづくり計画課

都市計画用途地域の変更に伴う図書を縦覧に
供しております

小樽道税事務所からのお知らせ


